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通 報 者 SaedShams他 7名
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事案の概要









































10条 1項に違反 しているとい う通報者 らの
主張には具体性がない｡
(2)本案について





















































































































為は9条 1項,同4項,2条 3項に違反 してい
ると判断 した｡
規約 2条 3項により,通報者 らは効果的な救
済を受ける資格を有する｡委員会の意見では,
これは個々の通報者 らが被 った収容の長 さを償
うのに十分なものでなければならない｡
(担当 :小豆津史絵)
